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町　章

（昭和37年４月10日制定）

町 民 憲 章

　猪名川町は、猪名川の清流に沿い、北摂連山に囲まれた豊かな自然と、将来への限

りない希望を持った町です。

　わたくしたちは、このふるさとの町を愛し、育てるため、責任と誇りをもって町民

憲章をさだめます。

　一　めぐまれた自然をまもり、清潔な環境の美しい町をつくりましょう。

　一　社会の道徳をまもり、平和で安全な明るい町をつくりましょう。

　一　たのしく働き、物を大切にし、豊かな町をつくりましょう。

　一　スポーツと文化に親しみ、健康でほがらかな、ゆとりある町をつくりましょう。

　一　おたがいが励まし合い、ささえ合い、みがきあってしあわせな町をつくりましょう。

（昭和54年12月25日制定）
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１．猪名川町の概要
（１）沿革
　猪名川町は、その昔、東大寺大仏鋳造の際に、銅を献じたと伝えられている多田銀銅山を中心にひら
け、その名が示すように多田源氏ゆかりの地として武家文化の栄えた所でもあります。
　江戸時代になると徳川幕府は、銀を含む大鉱脈の発見を契機に直轄地として代官所を設け、周囲の3
郡72村を銀山付村として支配しました。この銀山が最も繁栄した頃には、「銀山三千軒」と言われるほ
どの賑わいを見せていました。
　明治4年の廃藩置県によって、この地域は兵庫県と大阪府とに分割され、明治22年、町村制の施行に
より、中谷村、六瀬村が誕生しました。さらに、昭和30年4月10日、町村合併促進法に基づき、中谷村、
六瀬村が合併し、猪名川町が誕生しました。
　以来、阪神の大都市近郊に位置する本町は、交通網の整備とともに昭和40年代から大規模な住宅地開
発が進み、美しい自然に恵まれた素晴らしい住環境を求める大勢の人々が各地から移り住みました。合
併当時の人口は7,610人でしたが、現在では約3万人が緑とともに暮らす住宅都市として発展してきまし
た。

猪名川町は、まちの将来像である「"つながり"と"挑戦"幸せと笑顔あふれるまち猪名川」の実現を目
指してまちづくりを進めています。

（２）位置及び面積
　本町は、町の中央を流れる猪名川に沿った地形で、北を丹波篠山市、東を大阪府能勢町、西を三田市、
南東を川西市、南西を宝塚市と境界を接しており、兵庫県阪神地域の東北部に位置し、東西8.0㎞、南
北18.1㎞と細長く、90.33㎢の面積を有しています。町域の80％が兵庫県立自然公園に指定されており、
阪神地域の最高峰・大野山をはじめ、緑豊かな山々に囲まれています。

　　位置　北緯
34°51′37″（最南）

東経 135°25′16″（最東）
135°17′53″（最西）

海抜 753ｍ（最高）
66ｍ（最低）

面積 90.33㎢

　　人口及び世帯数（令和７年４月１日現在）
人　口　28,467人

（男13,536人、女14.931人）
世帯数　12,457世帯

丹波篠山市

35°01′24″（最北）
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（1955年）
昭和30年 7,610人

（1960年）
昭和35年 7,178人

（1965年）
昭和40年 7,038人

（1970年）
昭和45年 7,032人

（1980年）
昭和55年 11,526人

（1990年）
平成2年 21,558人

（2005年）
平成17年 30,021人

（△309人0.9%減）

（△170人0.5%減）

（2019年）
平成31年 31,116人

（2010年）
平成22年 31,793人

（△127人0.4%減）

（2015年）
平成27年

（2016年）
平成28年

（2017年）
平成29年

（2018年）
平成30年

30,838人

31,722人

31,425人

（1975年）
昭和50年 7,940人   （日生ニュータウン入居開始）

（1985年）
昭和60年 14,430人 （パークタウン入居開始）

27,130人（1995年）
平成7年

29,094人（2000年）
平成12年

31,595人

（△531人1.8%減）（2022年）
令和４年 29,800人

（△406人1.4%減）（2023年）
令和5年 29,394人

（△529人1.8%減）（2024年）
令和6年 28,865人

（△398人1.4%減）（2025年）
令和7年 28,467人

（△463人1.4%減）（2020年）
令和２年

（△322人1.0%減）（2021年）
令和３年 30,331人

30,653人

（３）人口の推移
※昭和30年～平成27年の人口は国勢調査人口
※平成28年以降の人口は住民基本台帳４月１日現在



2 教 育 行 財 政
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1  基本理念

2  猪名川の教育が目指す育ちの姿

猪名川で学び、未来をつくる
あ す

― 終身成長で紡ぐ幸せの物語 ―

① 自分の目標に向かって、社会の変化に主体的に向き合い、果敢にチャレンジする人 
 ～幸せな自分をつくるために～

　猪名川の教育が目指す育ちの姿を実現するために必要となる「未来をつくる力」「つなげる力」「知の
創造力」「協働する力」「共生する力」の５つを育みたい力とします。
猪名川の教育を通じてこれらの力を育むとともに、町内だけでなく日本、世界の舞台でも学びを続け、

その学びを生かして活躍できる人を育てていくことを目指します。

基本理念１
猪名川を知り、猪名川で
学び、猪名川をつくる。

基本理念２
足元を考え、地域で行動し、
世界を変える。

基本理念３
あ す

あ す

あ す

未来を描き、未来を拓き、
未来をつくる。

自分のつくりたい未来に向かって、急激な社会の変化にも柔軟に対応しながら、失敗を恐れず果
敢にチャレンジし、未来を切り拓く力を持った人が育つ。

互いの生命、人権、考え方や価値観などの違いを尊重し、一人一人が幸せを感じながら人とつな
がり支え合う共生社会をつくる担い手が育つ。

② 自分と多様な他者を大切にし、共につながり支え合う共生社会の担い手となる人
  ～幸せな社会をつくるために～

今までの「あたりまえ」や過去の考えにこだわることなく、自ら変化を起こす気概を持って、他
者と対話し、想像し、協働して新しい価値を創り出す人が育つ。

③  創造的に物事を生み出し、自ら変化を起こせる人～幸せな未来をつくるために～

3  育みたい力と学びの場
①未来をつくる力
　ふるさとへの想いや志を元に、課題を見つけ、ありたい未来を思い描く。そして、失敗にめ
げず可能性を追及し粘り強く未来を実現しようとする力を育む。

②つなげる力
　複雑で見通しの付きにくい社会で、情報を集め物事を関連づけたり、対立やジレンマに耐え、
人や社会の動きをつなげたり、新しい価値観を生み出そうとしたりする力を育む。

③知の創造力
　生涯にわたって知的好奇心を育み、身の回りの物事を科学的に捉え真理を追究し、世の中の
課題に創造的に取り組みながら解決しようとする力を育む。

④協働する力
　自らコミュニケーションする力を高め、進んで多様な人々と交流し、互いに力を合わせて社
会づくりに参画する力を培う。

⑤共生する力
　お互いの違いを個性として認め合い、人間として尊重し互いに支え合い、一人一人がなりた
い自分を実現できる社会を積極的に築こうとする力を培う。
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4 　教育構想図

基本理念 目指す育ちの姿

自分の目標に向かって、
社会の変化に主体的に向
き合い、果敢にチャレン
ジする人
～幸せな自分をつくるため
に～

自分と多様な他者を大切
にし、共につながり支え
合う共生社会の担い手と
なる人
～幸せな社会をつくるため
に～

創造的に物事を生み出
し、自ら変化を起こせる
人
～幸せな未来をつくるため
に～

育みたい力

未来を
つくる力

知の創造力

つなげる力

協働する力

共生する力
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施策の柱

生涯学ぶ喜びをみんなで感じられる
人生 100 年時代の教育づくり

乳幼児、小中学生、高校生、大学生、社会人、高齢者、または家庭にいる人や職場で
働く人など、それぞれのステージならではの学びがあります。人生 100 年時代に必
要となる生涯にわたる学びの場をみんなで考え、つくり、充実させていきます。

１

猪名川から始まるグローカルな学び
猪名川町の自然や文化、それらを育んできた人々の暮らしから学ぶ学習体系を幼小中
の学校教育の教育課程に組み込み、地域の資源を教材化し、教科等横断的な探究学習
を地域カリキュラムとして展開します。そして、地域の学びを世界や地球全体の学び
へとつなげます。

３

子どもの育ち・学びを支える
家庭・学校・地域の協働

家庭教育への支援や子育て家庭を支援する地域コミュニティを目指します。
また、学校と地域が共に考え共に行動する協働体制を築き、家庭、学校、地域との協
働の中で、子どもたちの安全・安心な生活を支えます。

２

誰一人取り残さず、
一人一人の可能性を引き出す共生社会の実現

国際理解や多文化との共生、障がいの有無に関わらないインクルーシブな社会を目指
します。また、どんな差別や偏見も許さない人権意識を高め、すべての人が「なりた
い自分」の姿を描き、実現できるよう、つながり合い、支え合える共生社会「猪名川」
を目指します。

４

終身成長（学び続けること）を支える条件整備
誰もが終身成長できるよう、学校教育施設、社会教育施設の適正な維持・管理や有効
活用、教育のＤＸによる教育環境の整備を推進します。また、教職員の資質向上や、
教職員の働き方改革などによる職場環境づくりなど、質の高い教育を提供するための
条件整備を進めます。

５
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昭30．10 猪名川町教育委員会発足

昭31．８ 阿古谷小学校改築

12 第１回文化祭開催

昭32．４ 猪名川渓谷が県立自然公園に指定

昭33．９ 六瀬中学校講堂兼体育館新築

昭35．８ 川西高校分校建築促進会発足

昭37．４ 県立川西高校猪名川分校開校

第１回野外活動大会開催

６ 高校教育振興会発足

昭38．７ 第１回町民卓球大会開催

昭39．２ 中谷中学校講堂兼体育館新築

楊津小学校及び阿古谷小学校給食室完成

４ 川西高校猪名川分校の全日制移行に伴い、県立伊丹高校猪名川分校となる

教職員住宅、２団地10戸完成

昭40．８ 夏季学生村開設

昭41．２ 尼崎市立青少年いこいの家完成

３ いこいの家食堂開設、町連合婦人会が経営に参加

４ 柏原幼稚園を大島幼稚園に、阿古谷幼稚園を猪名川幼稚園に統合

町立３幼稚園で１年保育実施

柏原、阿古谷地域からの入園児に通園費用を助成

昭42．４ 健康教育促進（家庭バレーボールの普及）

（重点施策）

　１．生命の尊重と科学的な健康生活

　２．基礎体力の向上

　３．暮らしの文化振興

　４．明るい人間関係

六瀬中学校で登下校通学指導を通じ交通安全教育

５ 町立学校給食センター竣工（柏梨田地区）学校給食始まる

７ 大野山に山の家完成

町営万善プール完成オープン

昭43．４ 楊津小学校校舎鉄筋３階建改築

昭44．２ 町立つくし園開園

３ 天澤寺の石造燈篭（木津）県文化財指定

（２）教育委員会の沿革
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５ 大島小学校校舎鉄筋３階建改築

町文化財審議委員会設置

９ 大島小学校柏原分校廃校　大島小学校に統合

昭45．６ 山陽自然歩道開通

昭46．４ 町木（まつ）・町花（つつじ）決まる

町民会館オープン

８ 広根・笹尾両学校プールオープン

10 猪名川町同和教育研究協議会第１回定期総会

昭48．４ 町教育推進員制度発足

昭49．３ 第１回町民マラソン大会開催

５ 阿古谷小学校体育館改築

９ 猪名川町同和対策審議会答申

昭50．４ 県立伊丹高校猪名川分校が県立猪名川高校として独立

６ 清水東会館・児童遊園完成

10 県立猪名川高校を紫合へ移転改築

昭51．４ 町民広場として社会教育センターオープン

差別のない町づくりの拠点　町立木津総合会館竣工

子ども会連絡協議会発足

11 社会教育センターに民俗資料室を開室

昭52．６ 幼児交通安全クラブ４幼稚園でスタート

７ 町青少年問題協議会発足

８ 猪名川小学校を柏梨田に移転改築

柏梨田教職員住宅竣工

第１回町民盆踊り大会開催

昭53．４ 松尾台小学校開校（町立５番目、猪名川小学校より分離）

６ 公民館講座開講

８ スポーツ教室交流会開催

11 第１回町民体育大会開催

12 能勢電鉄日生線開通（日生中央駅スタート）

猪名川小学校・松尾台小学校体育館完成

昭54．４ 松尾台幼稚園開園（町立５番目、猪名川幼稚園より分離）

身体障害者通園施設あすなろ園開設

５ 戸隠神社本殿（肝川）国の重要文化財に指定（町第１号）

９ 大島小学校プール完成
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11 新庁舎竣工

町民憲章制定

12 教育委員会事務局新庁舎へ移転

昭55．１ 楊津小学校特別校舎（家庭科室）完成

３ 松尾台幼稚園舎完成

６ 猪名川町連合婦人会改め、猪名川町婦人会発足

11 母と子の幸せを考えるつどい開催

昭56．４ 中谷中学校新校舎完成

９ 楊津小学校プール完成

11 旧中谷中学校が社会教育センター分館となる

（スポーツ活動の場として開放）

昭57．３ 六瀬中学校体育館完成

４ 町立学校給食センター移転改築（北田原地区）

６ 町史編集に着手

８ 猪名川小学校プール完成

９ 六瀬中学校新校舎完成

12 六瀬中学校運動場整備完成

昭58．４ 町立ふるさと館開館（歴史民俗資料館）

町史編集専門委員会発足

７ 親子水泳教室開催

昭59．８ 中谷中学校プール完成

９ 町民スポーツグラウンド完成

10 文化施設「静思館」を設置

12 町立ふるさと館催し会場完成

町奨学金条例制定

昭60．３ 阿古谷小学校新校舎完成

中谷中学校校舎増築工事完成

大島小学校体育館完成

町歴史年表発刊

県立猪名川高校図書室開放（中学生以上一般）

６ 大野山キャンプ場・千軒キャンプ場オープン

10 第１回町バドミントン大会開催

11 小学校連合音楽会開催

12 町民スポーツグラウンドにテニスコート完成

昭61．４ 楊津小学校体育館完成
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７ 日生公民館開設

町営万善プール閉鎖、町営南プール（広根）オープン

阿古谷小学校プール完成

11 大島小学校運動場完成

昭62．７ 六瀬中学校プール完成

９ 「猪名川町史」第１巻（古代・中世編）発刊

昭63．４ 松尾台小学校・中谷中学校にコンピューター導入

スポーツグラウンド夜間照明完成

12 教育委員会広報「ゆとり」第１号発刊

平元．３               「猪名川町史」第２巻（近世編）発刊

若葉教職員住宅竣工

４ 特色ある学校づくり事業開始

小学校で自然学校開始

平２．４ 猪名川中学校開校（町立３番目、中谷中学校より分離）

６ 青少年指導員制度設置

12 「猪名川町史」第３巻（近現代編）発刊

平３．４ 町民会館を社会福祉会館と改称

中学校で自然学校開始

７ 文化協会設立

９ 町立文化体育館竣工

室閉室書図ータンセ育教会社、し称改に館育体原田北をータンセ育教会社

12 六瀬コミュニティセンター図書室開室

「猪名川町史」第５巻（多田銀銅山史料編）発刊

平４．４ 町立学校給食センター増築

（仮）文化創造センター準備室を社会福祉会館内に設置

８ 教職員姉妹都市派遣事業始まる

中央公民館図書室休室

阪神地区同和教育研究大会　猪名川町で開催

９ 県立奥猪名健康の郷竣工

学校週５日制（月１回）導入

11 第１回ＰＴＡ活動実践発表会

12 町史編集室閉鎖

平５．２ 「猪名川町史」第４巻（史料編）発刊　全５巻完結

３ 北田原体育館閉館

４ 教育委員会事務局分庁舎へ移転
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白金小学校開校（町立６番目、猪名川小学校より分離）

子育て学習センターを松尾台幼稚園内に設置

11 ３中学校区で青少年健全育成推進会議発足

12 中学生姉妹都市派遣事業始まる

平６．３ 阿古谷幼稚園廃園

４ 町立幼稚園２年保育開始

９ 教育相談室開設

10 教育施設整備基本計画書策定（３次改訂）

平７．３ スポーツ施設整備計画事業策定

４ 学校週５日制（月２回）導入

設新てしと園立独を園稚幼瀬六、し園廃を園稚幼島大び及園稚幼津楊

５ 子育て学習センターを柏梨田に移転

７ （仮）文化創造センター竣工、同センター準備室移転

８ 青少年健全育成連絡協議会設立

９ （総称）生涯学習センター内に町立図書館および中央公民館を新設

猪名川町公民館をふれあい公民館に改称

10 図書館協議会発足

上野グラウンドに夜間照明設置

平８．３ 生涯学習センター（町立図書館・中央公民館）開館

６ 教育研究所開設

11 中谷中学校創立50周年記念式典開催

平９．４ 六瀬中学校創立50周年記念式典開催

５ 猪名川町生涯学習カレッジ “リバグレス猪名川” 開講

平10．４ つつじが丘小学校開校（町立７番目、猪名川小学校より分離）

猪名川勤労者総合スポーツ施設（体育館）を新設

６ 中学校でトライやる・ウィーク開始

平11．１ 町立図書館の貸出冊数２百万冊を突破

４ 木喰仏が県指定有形文化財に指定

猪名川中学校創立10周年記念式典開催

教育研究所にインターネット接続

８ 兵庫県人権・同和教育研究大会阪神地区大会、猪名川町で開催

12 阿古谷小学校体育館増改築竣工

平12．１ 六瀬中学校柔剣道場竣工

３ 「人権教育のための国連10年」猪名川町行動計画策定

５ 称改に会議協究研育教和同・権人町川名猪、を会議協究研育教和同町川名猪
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平13．２ 子育て学習センター新設

スポーツクラブ21阿古谷設立

７ Ｂ＆Ｇ財団猪名川海洋センター竣工

９ スポーツクラブ21いながわ設立

平14．４ 社会教育課を生涯学習課と改称

国民体育大会推進室新設

12 スポーツクラブ21やないづ設立

平15．３ スポーツクラブ21松尾台設立

４ ツーポス町川名猪、け受を渡譲の）館育体（設施ツーポス合総者労勤川名猪

センターに改称

社会教育施設などの新情報システムが稼働

８ スポーツクラブ21しろがね設立

９ 上野体育館閉鎖

10 スポーツクラブ21つつじ設立

平16．１ スポーツクラブ21大島設立

３ 上野グラウンド（レクスポ広場）閉鎖

５ 教育研究所を紫合に移転、適応指導教室「STEPいながわ」開室

10 ータンセ洋海Ｇ＆Ｂ町川名猪、け受を渡譲償無のータンセ洋海川名猪団財Ｇ＆Ｂ

に改称

グンリスレ学大本日全度年71成平杯臣大理総閣内回13第（会大ルサーハリ体国11．71平

選手権大会）開催

平18．３ 第１回スポーツクラブ21　交流記念大会開催

４ つつじが丘幼稚園開園

10 第61回国民体育大会「のじぎく兵庫国体」（レスリング競技会）開催

平19．４ 多田銀銅山悠久の館開館

大島小学校木造校舎竣工

猪名川町B＆G海洋センター指定管理者制度導入

上野グラウンド夜間照明をスポーツグラウンドに移設運用開始

平20．１ 教育委員会事務局水道庁舎２階に移転

４ 楊津小学校校舎竣工

平21．３ 猪名川町営南北プール閉鎖

４ 猪名川町スポーツ施設指定管理者制度導入

平22．３ 町内全小・中学校に校内ＬＡＮ整備

柏梨田教職員住宅閉鎖

平23．６ 猪名川町教育基本計画策定
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平24．３ 文化体育館大規模改修工事

平25．３ 阿古谷小学校閉校（開校140周年）

多田銀銅山悠久広場竣工

猪名川町Ｂ＆Ｇ海洋センター大規模改修工事

４ 阿古谷小学校を松尾台小学校へ統合

阿古谷小学校の施設を社会教育施設として供用開始

12 つつじが丘多目的広場完成

平26．11 給食センター全施設更新

12 旧阿古谷小学校の活用事業決定

行移に度制会員委育教るよに正改の律法るす関に営運び及織組の政行育教方地４．72平

組織改編により名称変更（教育振興課、社会教育室、学校教育課）

静思館管理を教育委員会に移管

教育研究所を教育支援センターに名称変更

10 多田銀銅山遺跡（銀山地区）が国史跡に指定

平29．３ 猪名川町教育基本計画改定（平成30年度まで延長）

平30．３ 猪名川町立学校園の適正規模・適正配置等教育環境あり方に関する基本方針策定

 12           猪名川町教育振興基本計画策定

令元．10 猪名川町立中学校再編計画策定

令２．１ 学校空調設備整備

６ GIGAスクール構想に基づく一人一台タブレット端末整備

令３．３ つつじが丘幼稚園閉園

５  町立幼稚園一時預かり保育開始

令４．３ 中谷中学校閉校（開校75周年）

六瀬中学校閉校（開校75周年）

千軒キャンプ場閉鎖

４  清陵中学校開校（中谷中学校・六瀬中学校再編）

全町立小中学校をコミュニティスクールに指定

全町立幼稚園をコミュニティスクールに指定

令５．３ 松尾台幼稚園閉園

令７．２ 町立小中学校、幼稚園施設照明のLED化

４  町立幼稚園３年保育開始

令６．12 第３期猪名川町教育振興基本計画策定
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役　　職　　名 氏 名 任 期

教 育 長 中
なか

西
にし

一
かず

成
なり

令和６年４月１日～令和９年３月31日

教育長職務代理者

に た ばる え み

仁　田　原　絵　美

おく やま せい いち

奥 　 山 　 清 　 市

教 育 委 員

北
きた

垣
がき

友
ゆ

紀
き

子
こ 令和元年10月１日～令和５年９月30日

令和５年10月１日～令和９年９月30日

教 育 委 員 令和６年12月23日～令和10年12月22日

令和７年６月４日～令和７年９月30日教 育 委 員

上
うえ

神
がみ

善 太 郎
ぜん た ろう

令和４年10月６日～令和８年10月５日

（令和７年７月１日現在）

（３）教育長、教育委員

（４）歴代教育委員長、教育長、教育委員

仁 田 原 絵 美 奥 山 清 市上 神 委 員

歴代教育委員長
氏　　名 就任 退任

頭　司　静　男 S30 S30
中　元　武　一 S31 S40
福　村　得　治 S40 S52
中　西 清 S52 S60
高　岡　忠　夫 S60 H5
平　井　達　也 H5 H8
肥　爪 　稔 H8 H10
森　田　壽　江 H10 H11
辻　口　悦　司 H11 H16
山　田　惠美子 H16 H20
羽　間　鋭　雄 H20 H24
中　村　清　子 H24 H27

（平成27年3月制度改正により廃止）

歴代教育長
氏　　名 就任 退任

石　黒　悦太郎 S30 S31
福　井　秀　三 S31 S31
北　山　喜久馬 S31 S41
庵　原　三　郎 S41 S51
中　尾 　勝 S51 S53
生　駒　雄　伯 S53 S61
田　家　好　雄 S61 H2
上　田　政　夫 H2 H6
井　本　幸太郎 H6 H10
由　良　規矩夫 H10 H14
橋　本　義　和 H14 H21
辰　巳　昌　男 H21 H27
中　西　正　治          H27              R6
中　西　一　成            R6             現在

中 西 教 育 長 北垣教育長職務代理者
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石 黒 悦 太 郎
頭 司 静 男
平 尾 活 龍
奥 義 一
杉 村 正 一
増 田 恒 二
下 良 好 雄
井 谷 真 一
杉 村 忠 治
小北仁右衛門
福 井 秀 三
肥 爪 利 夫
中 元 武 一
福 村 得 治
塩 川 貞 次
森 田 富 雄
井 谷 正 作
橋 本 義 雄
北 山 喜 久 馬
庵 原 三 郎
中 尾 勝
下 岡 節 三
埜 村 美 代 子
中 西 清
畑 中 恒 司
生 駒 雄 伯
高 岡 忠 夫
森 田 稔
香 川 一 男
藤 田 兵 衛
田 家 好 雄
森 田 壽 江
家 門 一 郎
中 村 梅 雄
上 田 政 夫
平 井 達 也
肥 爪 稔
辻 口 悦 司
井 本 幸 太 郎
藤 田 義 夫
由 良 規 矩 夫
山 田 惠 美 子
中 島 隆
橋 本 義 和
羽 間 鋭 雄
奥 村 眞 事
中 村 清 子
福 西 堅 固
足 立 美 代 子
辰 巳 昌 男
森 口 尚
田 尻 紗 津
北 垣 友 紀 子
渡 瀬 博 文
上 神 善 太 郎

仁 田 原 絵 美
奥 山 清 市

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61S
30

歴代教育委員
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1 2 3 4 5 6 7 8 ９ 10
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社会教育・文化財担当　　ふるさと館

多田銀銅山悠久の館

静思館

（５）教育委員会事務局
①組織図

教 育 長

教育振興課

学校教育課

教 育 部 長

教職員担当

教育支援担当

教育支援センター

幼稚園（２）小学校（６）中学校（２）

芸術文化担当　　文化体育館

図書館担当 図書館・日生図書室・移動図書館

公民館担当 中央公民館・日生公民館

企画・学事担当

学校給食センター

社会教育室

教

育

部

長

教

育

振

興

課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

社

会

教

育

室

文

化

体

育

館

図

書

館

公

民

館

学

校

教

育

課

合

計

職 員 数 1 7 7 3 3 4 1 18 44

※上記は一般職に属する職員数（再任用職員を含む）です。

②事務局の職員数
令和７年４月１日現在
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③事務分掌

教育振興課

社会教育室

学校教育課

企画・学事担当

・教育行政全般の企画調整
・学校施設の営繕について関係部署との連携調整
・就学及び転入学の事務
・就学援助費、特別支援教育就学奨励費の事務
・奨学金の事務

教職員担当
・教職員の人事及び服務
・教職員の研修
・学級編成及び教職員の定員配当

教育支援担当

・校長、園長及び教職員に対する指導助言
・特別支援教育

教他のそ書図考参具教、材教にび並択採の書図用科教・
育資料

・情報教育及び情報設備

教育支援センター
・教育に関する専門的、技術的事項の研究
・教育相談

社会教育・文化財担当

・社会教育全般の企画調整
・社会教育団体の指導、育成
・生涯学習の調査、研究
・文化財調査、保護

図書館担当
・図書館事業の企画、立案及び実施
・住民の自主的な読書活動グループに対する支援

学校給食センター
・学校給食の業務計画とその実施
・給食指導の計画と実施

芸術文化担当 ・芸術文化の企画運営及び推進

公民館担当 ・公民館事業の企画及び立案

※主な事務分掌を記載しています。
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（６）町予算における教育予算構成比
（単位：千円、%）

令和７年度
（A）

令和６年度
（B）

比　較
（A）－（B）＝C

比較増減比
C/（B）×100

一 般 会 計
（１） 12,003,000        11,613,000       390,000 3.4

教 育 費
（２） 1,829,227 1,703,122 126,105 7.4

構 成 比
⑵/⑴×100 15.2 14.7 － －

（　）内は構成比
端数処理により、各項目の計と合計欄は
一致しない場合があります。

構成比
120億300万円

その他
5億6,367万円

（4.7%）

教育費
18億2,923万円

（15.2%）

民生費
42億285万円

（35.0%）

総務費
16億4,825万円

（13.7%）

衛生費
11億2,074万円

（9.3%）

消防費消防費
5億5,540万円5億5,540万円

（4.6%）（4.6%）
公債費

9億3,635万円
（7.8%）

土木費
11億4,651万円

（9.6%）
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（７）教育費歳出予算額の比較（当初）
（単位：千円、%）

科 目 令和７年度予算額 構成比 令和６年度予算額 構成比 比較増減

教育総務費

小 学 校 費

中 学 校 費

幼 稚 園 費

社会教育費

保健体育費

合 計

（　）内は構成比
端数処理により、各項目の計と合計欄は
一致しない場合があります。

516,584

346,693

166,611

159,759

260,631

378,949

1,829,227

28.2

19.0

9.1

8.7

14.2

20.7

100.0

501,187

246,254

162,710

148,485

243,982

400,504

1,703,122

29.4

14.5

9.6

8.7

14.3

23.5

100.0

15,397

100,439

3,901

11,274

16,649

▲21,555

126,105

歳　出
18億2,923万円

保健体育費
3億7,895万円
（20.7%）

教育総務費
5億1,659万円
（28.2%）

小学校費
3億4,669万円
（19.0%）

中学校費
1億6,661万円

（9.1%）

中学校費
1億6,661万円

（9.1%）

幼稚園費
1億5,976万円

（8.7%）

幼稚園費
1億5,976万円

（8.7%）

社会教育費
2億6,063万円
（14.2%）





3 学 校 教 育
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３．学校教育
（１）学校教育施設概要 （単位：㎡）

学校・園名
保　有　面　積 保 有 面 積

校（園）舎 校（園）舎敷地 運動場 その他 計

猪 名 川 小 学 校 5,405 906 13,141 13,116 2,080 28,337

楊 津 小 学 校 2,608 640 3,442 3,469 2,077 8,988

大 島 小 学 校 2,855 644 4,925 7,170 3,399 15,494

松 尾 台 小 学 校 5,793 984 10,179 8,585 1,610 20,374

白 金 小 学 校 6,217 1,051 16,890 11,238 1,874 30,002

つつじが丘小学校 5,914 1,281 10,284 5,983 3,288 19,555

猪 名 川 中 学 校 8,531 1,655 22,401 13,695 1,896 37,992

清 陵 中 学 校 6,048 974 15,500 13,488 7,872 36,860

猪 名 川 幼 稚 園 630 1,031 1,043 627 2,701

六 瀬 幼 稚 園 700 1,570 1,120 2,690

施　設　概　要施設名 住　所 電　話 開設年 備　考

学校給食センター 敷地面積8,526.69㎡
調理能力3,900食

北 田 原 字 寺
ノ前438番地

072-
766-0219 昭和42年

体育館
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（２）学校・園一覧
（令和７年５月１日現在）

学校・園名 所在地　TEL・FAX 校（園）長 教 頭 等 教職
員数

学級
数

児童生徒
園児数

設置年月日
創立記念日

猪名川小学校
〒666-0243
柏梨田字イハノ谷11番地
TEL072-766-0014
FAX072-766-3369

万 代 典 保 田 中 雄 介

黒 木 敦 子

繁 澤 淳 子

35 14
（3）

296
（20）

明６. ２.12
明６.10. １

楊 津 小 学 校
〒666-0225
木津字茶垣内11番地の3
TEL072-768-0010
FAX072-768-0872

潮田真知子 植 原 晶 子  23 7
（2）

45
（3）

明６.11.14
明６. ６. １

大 島 小 学 校
〒666-0215
島字賀島5番地
TEL072-769-0025
FAX072-769-0090

藤原友三郎 中崎みのり 18 5
（1）

38
（5）

明６.11.14
明６.10. １

松尾台小学校
〒666-0261
松尾台2丁目3番地2
TEL072-766-1766
FAX072-766-6501

曽 谷 祥 介 加 谷 浩 基  29 12
（2）

235
（8）

昭53. ４. １
昭53. １.23

白 金 小 学 校
〒666-0257
白金2丁目7番地
TEL072-766-7188
FAX072-766-7144

中 川 智 子 稻 田 裕 美 41 18
（3）

397
（17）

平５. ４. １
平５.11.25

つつじが丘小学校
〒666-0245
つつじが丘1丁目45番地
TEL072-766-6667
FAX072-766-6668

岩 木 秀 諭 中 島 知 美 35 15
（3）

312
（13）

平10. ４. １
平11. ２.12

猪名川中学校
〒666-0257
白金1丁目65番地
TEL072-766-4000
FAX072-766-7181

石田健一郎 岡 部 　 茂 52 18
（4）

512
（19）

平２. ４. １
平２. ４.22

清 陵 中 学 校
〒666-0242
原字尾鼻ヶ尾747番地
TEL072-766-0016
FAX072-766-2211

森田　　裕  辻　真佐美 12
（3）

323
（16） 令４．４．１

猪名川幼稚園
〒666-0251
若葉1丁目48番地1
TEL072-766-3899
FAX072-766-7557

中 井 亜 紀 12 3 47 昭24. ７.15
昭24.10. １

六 瀬 幼 稚 園
〒666-0227
笹尾字加門田6番地
TEL072-768-0369
FAX072-768-2222

宇 髙 敦 子 5 ３ 22 平７. ４. １
平７.11.22

（　）内は特別支援学級在籍児童生徒数及び学級数内数表示

35
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（３）学校運営協議会委員一覧
（令和７年５月１日現在）

校学小台尾松校学小島大校学小津楊校学小川名猪
名　前 所属・役職等 名　前 所属・役職等 名　前 所属・役職等 名　前 所属・役職等         名　前 所属・役職等

つつじが丘小学校 猪名川中学校 清陵中学校 猪名川幼稚園 六瀬幼稚園
名　前 所属・役職等 名　前 所属・役職等 名　前 所属・役職等 名　前 所属・役職等　　　 名　前 所属・役職等

◎三木　卓治

車　　智也
綿谷 まり子

中村　妙子

大嶋　隆志

◎…各学校運営協議会の会長

P T A 会 長 ◎出口　晴久 元 P T A 会 長

輪島　春海 やなサポ代表

◎渡瀬　佑介 スポーツ推進員 ◎畑田美和子 社会教育委員
多田　千景 民生児童委員

廣田　清美 元 P T A 会 長

長友　広海 松小とうちゃん
ク ラ ブ 代 表

東井美知子 民生児童委員

中山　幸作 元学校評議員
荒　　和樹 松小つながり隊隊長
安井　陽子 松小つながり隊
曽谷　祥介 校 長
加谷　浩基 教 頭
中西慎二郎 主 幹 教 諭

溝手由香里 民生児童委員
土谷　千晶 民生児童委員
アルカン縁 Ｐ Ｔ Ａ 会 長
中井　亜紀 園 長
黒木　敦子 主 幹

吉尾　　豊 まち協スポーツ
推 進 担 当

川田　織江 元PTA副会長

井上　幸和
ま ち 協 安 心
安 全 部 会 長

竹部　知佳
学 校 教 育 課
学 校 支 援
コーディネーター

山本　陽子 元 P T A 会 長

清水由佳里 元 気 ッ ズ
小中   育美 主任児童委員
田中　達也 元 P T A 会 長
渡瀬　博文 元 P T A 会 長

青山　一郎 大 学 教 職 員
西谷　翔太 Ｐ Ｔ Ａ 会 長
平尾伊和男 まちづくり協議会
奥村 一夫 まちづくり協議会
藤原友三郎 校 長
中崎みのり 教 頭
田野健太郎 主 幹 教 諭

仁田原絵美 ＰＴＡ副会長西田　啓治 ま ち 協 会 長
吉中　貞夫 楊 津 寺 子 屋

首藤　和志 スポーツ２１
副 会 長

後　　利彦

人権擁護委員

潮田真知子

元PTA連合会会長
元 P T A 会 長

植原　晶子
校 長

義積　美穂
教 頭

田中　優子 主 幹 教 諭
主 幹 教 諭

肥爪　啓子

林　　一幸
兵庫県教育委員会
阪 神 教 育 事 務 所
学 校 支 援 専 門 員

元 P T A 会 長
ラ ブ ッ ク

万代　典保 校 長
岡田　昌美 P T A 副 会 長

田中　雄介 教 頭
小西　理恵 主 幹 教 諭

◎能地　裕之 元 P T A 会 長◎中東　豊治

仲間　享三 ま ち 協 役 員

市原　未来 保 護 者 O B
銅本　智恵 保 護 者 O B
金澤　真実 保 護 者 O B
中島ゆかり 保 護 者 応 援 団 代 表

北村　　瞳 保 護 者 O B
岩木　秀諭 校 長
中島　知美 教 頭
勝部建一郎 主 幹 教 諭

福井　　誠 猪渕自治会長

長岡　京子 地域ボランティア
花吉　通昭 地域ボランティア

スポーツクラブ
2 1 会 長

◎畑田　尚起 中谷中学校元PTA会長 ◎森田　尚代 令 和 4 年 度
評 議 員 ◎堂阪　博文 元松尾台幼稚

園 保 護 者

輪島　春海 元六瀬幼稚園
Ｐ Ｔ Ａ 会 長

藤田　　藍 元六瀬幼稚園
Ｐ Ｔ Ａ 会 長

元六瀬幼稚園
Ｐ Ｔ Ａ 会 長

六 瀬 幼 稚 園
Ｐ Ｔ Ａ 会 長

蔵面　奈々

宇髙　敦子 園 長
繁澤　淳子 主 幹

中島　麗子

山本　陽子 中谷中学校元PTA会長

三木　卓治 清 陵 中 学 校
おやじの会 会長

田中　達也 清 陵 中 学 校
保護者会 会長

前清陵中学校
保護者会会長

渡瀬　佑介

小中　育美 主任民生児童委員
多田　千景 主任民生児童委員
仁田原絵美 猪名川町教育委員
森田　　裕 校 長
辻　真佐美 教 頭
森本　成人 主 幹 教 諭
青木　孝浩 副 主 幹
岡部　千佳 教 諭
藪見光沙子 教 諭
足立　美樹 教 諭

柴垣　　剛 清陵中学校保護者会

飯田　洋志
日 本 ボ ー イ ス
カウト兵庫連盟阪神地
区猪名川第１団委員長

仁部　　徹 元 P T A 会 長

尾川　悦子 P T A 役 員 O B

吉田美代子 元学校評議員
有田　一美 元学校評議員
草薙　美佳 元 校 長
鴻原有利子 P T A 役 員 O B
臼井　朋子 P T A 役 員 O B
番　　美穂 保護者会会長
中村　里佳 P T A 役 員 O B
手打　智美 P T A 役 員 O B
阪上利絵子 P T A 役 員 O B
石田健一郎 校 長
岡部　　茂 教 頭
大槻由美子
高崎　雅子
森田　雅幸

主 幹 教 諭
主 幹 教 諭
主 幹 教 諭

田中　節子 学 校 支 援
ボランティア

◎村上　高広 P T A 役 員 O B

片山　恭子 P T A 役 員 O B
楠　　昌和 P T A 会 長

P T A 会 長

武内美和子 P T A 役 員 O B
赤尾　順子 P T A 役 員 O B

川上　由紀

吉塚　雅巳
校 長中川　智子
教 頭稻田　裕美
主 幹 教 諭川野　純子

西　　雄樹
松本　誠司

主 幹 教 諭
主 幹 教 諭

安光あゆみ 元 保 護 者

石森　外榮 学 校 支 援
ボランティア

学 校 支 援
ボランティア

中坂　光男 民 生 委 員
北　　和昭 若葉熟年クラブ
川端　　悟 紫合自治会長

元猪名川小学校長
猪名川町子供の家
カ ウ ン セ ラ ー

白金小学校

726
テキストボックス
ＰＴＡ副会長
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（４）児童・生徒・園児数等一覧
（令和７年５月１日現在）

学校名 区分 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

猪 名 川 小 学 校

児童数 39 52 44 47 57 57 296
4 3 4 2

3

2 5 20

47 65 56 81 74 74 397
4 2 5 3

1 2 2

3 17
2 2 2 3 3 15

228169 208 212 263 243 1,323
913 12 10 11 11 66
108 8 8 10 10 54

5344 40 55 62 58 312

39 44 37 50 37 235
8

3 5 3 14 13 45

（内 支援）
通常学級数 1 2 2 2 2 2 11
特支学級数 知1　自2 3

楊 津 小 学 校

児童数 7
（内 支援） 2 3
通常学級数 1

1
1 1 1 1 5

特支学級数 2

大 島 小 学 校

児童数 4 9 8 7 6 4 38
（内 支援） 12 1 1
通常学級数 1 1 1 41
特支学級数 自1 1

松 尾 台 小 学 校

児童数 28
（内 支援） 2 24
通常学級数 1 1 2 2 2 2 10
特支学級数 知1　自1 2

白 金 小 学 校

児童数
（内 支援）
通常学級数
特支学級数 知1　自2 3

つつじが丘小学校

児童数
（内 支援） 1 1 6 13
通常学級数 2 2 2 2 2 2 12
特支学級数 知1　自2 3

計

児童数
（内 支援）

通常学級数単式
通常学級数複式 1 1 1 3

特支学級数 知4　自9　肢1 14

学校名 区　　分 １年 ２年 ３年 計

猪 名 川 中 学 校

生徒数
（内 支援）
通常学級数 4 5 5 14
特支学級数 知1　自3 4

清 陵 中 学 校

生徒数
（内 支援） 5 6 5 16
通常学級数 3 3 3 9
特支学級数 知1　自2 3

計

生徒数
（内 支援） 7 12 16 35
通常学級数 7 8 8 23
特支学級数 知2　自5 7

幼稚園名 区　　分 ３歳 ４歳 ５歳

猪 名 川 幼 稚 園 園児数
学級数

六 瀬 幼 稚 園 園児数
学級数

計 園児数
学級数

自1　肢1

136 178 198 512
2 6 11 19

114 107 102 323

10 20 17 47
1 1 1 3
2 6 14 22
1 1 1 3
12 26 31 69
2 2 2 6

250 285 300 835

計

5
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（５）児童・生徒・園児数の推移

1000

1500

2000

2500

3000
（人）

昭55 56 57 58 59 60 61 62 63 平1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 20 21 22 23 24 25 26 27 28 30 令1 2 3 4 5 6 72919

2,039

1,311
1,379

1,428
1,480 1,519 1,562 1,594 1,615

1,740

1,965

2,111

2,252
2,348

2,423
2,539

2,643
2,579

2,516 2,508

2,010 2,035
2,086 2,128 2,102

2,153 2,185
2,246 2,218 2,190 2,170

2,094

1,961
1,848

1,736
1,687

1,629
1,507

1,426
1,323

2,049

2,408
2,329

2,209
2,161 2,125

町立小学校 児童数（各年5月1日現在）

300

600

900

1200

1500
（人）

1,091

440

523

614

721
773

838 856 866
898

972

1,069
1,118 1,144 1,158

1,189
1,241

1,297
1,334 1,358

1,055 1,041
982 978

1,048 1,034
994

943 962
1,030

1,067 1,074 1,074
1,039 1,025

975
922 891

863 835

1,061

1,365 1,340 1,312

1,226

1,137

町立中学校 生徒数（各年5月1日現在）

昭55 56 57 58 59 60 61 62 63 平1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 20 21 22 23 24 25 26 27 28 30 令1 2 3 4 5 6 72919

50

120

190

260

330

400
（人）

287

133 134
154

126 134
144

103 103

150

180 180

148

146

111

268

320 323

348 347

308

353
339

327 322
307 305 310

258

207 207
193

146 146

117

81
65 62 68 69

154

339 335
325

314

292

町立幼稚園 園児数（各年5月1日現在）

昭55 56 57 58 59 60 61 62 63 平1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 20 21 22 23 24 25 26 27 28 30 令1 2 3 4 5 6 72919

注）平成６年度から２年保育実施、令和５年度から３年保育実施
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（６）町立学校・園の学区

学校・園 学 区

猪 名 川 小 学 校 紫合（北裏、墓ノ尾の小字を除く）、柏梨田、上野、広根、若葉

楊 津 小 学 校 万善、槻並、木津、木間生、杤原、林田、笹尾（小規模特認校：町学区全域）

大 島 小 学 校 清水、清水東、仁頂寺、島、鎌倉、杉生、西畑、柏原、旭ヶ丘（小規模特認校：町学区全域）

松 尾 台 小 学 校 原、内馬場、松尾台、伏見台、民田、上阿古谷、下阿古谷、荘苑

白 金 小 学 校 北田原、南田原、北野、紫合（北裏、墓ノ尾の小字のみ）、銀山、白金

つつじが丘小学校 猪渕、肝川、差組、猪名川台、つつじが丘

猪 名 川 中 学 校 猪名川小学区、白金小学区、つつじが丘小学区

清 陵 中 学 校 大島小学区、楊津小学区、松尾台小学区（特定地域選択制：猪名川中学区）

猪 名 川 幼 稚 園 猪名川小学区、白金小学区、つつじが丘小学区

六 瀬 幼 稚 園 楊津小学区、大島小学区、松尾台小学区

小規模特認校・・・特色ある教育を推進している楊津小学校と大島小学校は学区外からの就学が可能。
特定地域選択制・・・特定地域（猪名川中学区）の生徒は清陵中学校への入学が可能。
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（７）教職員研修一覧

研修会名 目 的 対象者

定

例

会

校園長会 運園・校学び及達通、知通・
営上の諸問題の協議と共通
理解を図る。

校長
園長

教頭･主幹
合同会 教頭・主幹

経
験
年
別
研
修
会

初任者研修会

践実、え構心のてしと師教・
的指導力と使命感を養う。

の力導指てし通を究研業授・
向上を図る。

初任者

臨時的任用教
員研修会

指徒生、営経級学、力業授・
導等の実践的指導力と心構
えを養うとともに、教員と
しての資質の向上を図る。

講 師（ 教 職 ）
経験２年未満
及び校園長が
必要と認める
臨時的任用教
員

課

題

別

研

修

会

特別支援教育
担当者等研修
会

つに育教援支別特が員職教・
いて自己研さんを図れるよ
う、研修の機会を設定する
とともに、保護者や地域住
民に対しても特別支援教育
の理解、啓発を図る。

教職員
保護者
地域住民等

猪名川の
教育オープン
セミナー

つにいが障の々個徒生童児・
いての理解を深め、個に応
じた教育の充実を図る。

特別支援学級
担任
特別支援教育
担当者等

人権教育担当
者等研修会

図を実充の育教権人の校各・
る。

人権教育担当
者等

小学校英語指
導力向上研修
会

いつに用活な的果効のTLA・
て研修し、英語教育の充実
を図る。

小、てけ向に化科教の語英・
学校教員の英語指導力の向
上を図る。

外国語活動担
当、外国語専
科、希望者

図書館教育研
修会

習学たし用活を館書図校学・
の充実を図る。

図書館教育担
当者
学校図書館司
書・支援員

学校図書館司
書・支援員研
修会

習学たし用活を館書図校学・
の充実を図る。

図書館司書・
支援員

普通救命講習
会

等法用使DEA・法生蘇肺心・
の救命技能を習得する。

３か年間で順
次受講

特別支援教育
コーディネー
ター研修会

整を制体進推育教援支別特・
備し、指導の充実を図る。

特別支援教育
コーディネー
ター

スクールアシ
スタント研修
会

生童児るけおに級学の常通・
徒一人一人の教育的ニーズ
に合った支援の充実を図る。

スクールアシ
スタント

研修会名 目 的 対象者

課

題

別

研

修

会

学校生活支援
教員研修会

体のてけ向に室教導指級通・
制整備と運営上の共通理解
を図る。

力導指の員教援支活生校学・
の向上を図る。

学校生活支援
教員

特別支援教育
支援員研修会

学をえ構心のてしと員援支・
ぶとともに、特別な配慮が
必要な子どもたちに適切な
支援が行える指導力の向上
を図る。

幼・小・中の
特別支援教育
支援員

主幹教諭研修
会

充の割役のてしと諭教幹主･
実を図る。

１･ ２ 年 目 主
幹教諭

全主幹教諭

ICT活 用 研 修
会

方用活な的果効の器機TCI・
法について理解を深めると
ともに、ICTを活用した授
業づくりの充実を図る。

情報セキュリ
ティ研修会

リポィテリュキセ報情町・
シーについて周知徹底を図
るとともに、教職員の情報
セキュリティの意識の高揚
を図る。

一般教職員等

一般教職員等

教育支援セン
ター研修講座

ていつに題課育教るす面当・
研修を深め、個々の教育力
の向上を目指す。

希望する幼・
小・中学校園
教職員

学校経営研究
会

を究研のていつに営経校学・
深め、次代の担い手を育成
する。

校長が推薦す
る者

学力向上研修
会

研てけ向に進推の上向力学・
修を深めるとともに、各校
における学力向上の更なる
充実に資する。

各中学校から
学力向上推進
リーダー１名

幼
稚
園
教
育
研
修
会

幼児教育研修
会

つに善改・夫工の容内育保・
いて研修し、指導力の向上
を図る。

町内幼稚園教
員・保育所保
育士

町内幼稚園教
育研究会と連
携した研修会

容内育保、夫工の程課育教・
の改善・向上のための研修
を自主的に推進し、指導力
の向上を図る。

交報情る係に育教援支別特・
換を行い、指導の充実を図
る。

幼稚園
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会　議　名 目 的 対象者

加
配
教
員

生徒指導担当教員 の実充・善改と題課の上導指・
方法を明確にするとともに、
加配教員による指導の充実を
図る。

推進教員
（担当教員）不登校担当教員

学校生活支援教員

推
進
事
業

猪名川学推進事業

・「猪名川町教育基本計画」の中
の学校教育に係る施策の重点
目標達成に向けて具体的な取
組を推進する。

各 保･幼･小・
中学校

福祉教育協力校 ･福祉教育の推進 各小･中学校

連

合

行

事

学校運営協議会
連絡会

の果成習学の園稚幼・校学各・
発表と交流

（※小学校連合音楽会は中止）

小学校連合図工展 全小学校

中学校書写・美術・
合同作品展 全中学校

中学校理科自由研
究作品展 全中学校

幼稚園合同絵画展 全幼稚園

なかよし会
（幼・保交流保育）

全幼稚園･
保育園

国

際

交

流

を動活流交のてしと市都妹姉・
通して、異文化理解と国際的
視野の拡大を図る

小学３～６年
中学１～３年

不
登
校
対
策
事
業

不登校対策協議会

き大るけおの育教校学の町本・
な課題である不登校について、
学校・園の代表や担当者が各
校の不登校の現状を交流する
とともに、不登校対策につい
て、協議を行う。また、講師
を招へいして研修を深める。

小・中生指担当校
長、幼稚園担当園
長、 不 登 校 担 当
者、養教代表、学
校教育課、支援セ
ンター所長、学校
教育指導員

い
じ
め
対
策
事
業

いじめ対応猪名川町

スクールソーシャル
ワーカー・コーディ
ネーター研修会

ネットワーク会議

に等制体るす関に談相めじい・
ついて共通理解を図るととも
に、いじめ問題の迅速な解決
に向けた協力体制を構築し、
各学校におけるいじめ問題へ
の取組の一層の充実を図る。

小・中生指担当校
長・教頭・生指担、
猪名高生指担、猪
名川甲 英 高 等 学
院指担、学校教育
課、支援センター
所長、学校教育指
導員、こども課、
Ｓ Ｃ 、 Ｓ Ｓ Ｗ 、
総務防災課

【その他の行事及び町教育委員会主催の会議等】

・いじめをはじめ、子どもが直面
する様々な問題の解決に向け
SSWとの連携体制を確立するた
め、担当者理解促進を図る。

・学校運営協議会の総合的な連絡
調整及び情報共有と資質向上を
図る

小 ・ 中 学 校
SSWコーディ
ネーター

中学生国際交流推
進事業 ※令和４年度より、姉妹都市派

遣 は 実 施 せ ず 、 い な ぼ う
English salonとして交流活動
を実施。
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（８）教育支援センター研修計画

１．研修

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
講
座

【A　教育支援センター研修講座】
研修内容

１月 授業力向上に関する研修
第
２
回

第
１
回

８月 生徒支援に関する研修

研
修
会

【B　臨時的任用教員研修会】
研修内容

８月 教師の資質・能力向上に関する研修
【C　主幹教諭研修会】

研修内容
８月 主幹教諭に期待すること
１月 教育の今日的課題について

２．調査研究
（目　的）本町教育充実のために各種調査・研究を進める。

【A　研究（研修）機関との共同研究】
（１）兵庫県内教育研究所連盟の協議会・研究会に参加
（２）阪神地区教育研究所協議会の共同研究に参加

関に校登不るす催主が等郷のこびまや馬但立県）３（
する協議会・研究会に参加

【B　校内研究の支援】
町立の幼稚園２園、小学校６校、中学校２校の校内研
究の交流と支援
【C　教育資料・情報の収集・提供】

冊、要紀究研、誌雑、聞新、籍書（料資育教）１（
子）の収集と提供

（２）教科書展示〈法定展示期間　６月〉
職教町、がるあで市西川は場示展定法の書科教・

員や町民の便宜のために展示する。
・常時、各社の教科書を保存し、広く利用に供する。

３．教育相談
（目的）幼児・児童・生徒の心身の健全な発達を支援する
ため、町内在住の保育園・幼稚園、小・中・高等学校に在
籍する幼児・児童・生徒及びその保護者を対象に専門の相
談員（臨床心理士等）による相談を行い、家庭・学校・園
と協力しながら幼児・児童・生徒の健全育成にあたる。

【A　面接相談】
行をグンリセンウカるよに士理心床臨、りよに約予・

う。
・火曜日～金曜日　９:00～17:00
【B　電話相談】
・センター職員による電話相談
・月曜日～金曜日　９:00～17:00

４．不登校対策
（目的）様々な理由で「学校に行きづらい」と感じている
児童生徒に対して、学校とは異なる雰囲気の中で小集団に
よる体験学習及び学力保障を通して、新たな人間関係を築
き自らの存在意義を感じ、新たな生活への意欲を高めるこ
とで社会的な自立の育成をめざす。

【A　教育支援センター「STEPいながわ」の運営】

（１）
入室対象者

町内在住の小・中学生
（本人・保護者が入室を希望し、猪名川
町教育委員会が認めた者）

（２）
開室日時

月曜日～金曜日　９:00～15:00（原則として）
＊但し、夏休みなどの長期休業日や祝日
は除く。また、通室日や通室時間につい
ては、個々の子どもの状態に応じ、相談
の上、決定する。

（３）
活動内容

個別及び集団活動、自主学習、体験活
動、教育相談員による心理的ケア等

（４）
通室方法

車・自転車・徒歩・公共交通機関など、
保護者の責任の下で通室する。

（５）
入室手続き 学校を経由して申し込む。

【B　教育支援センター「STEPいながわ」の通室生
の指導】
開
室
日

月曜日～金曜日　9:00～15:00
（祝日及び長期休業日を除く）

指
導
員

２名

活
動

午前：小集団での学習活動、体験活動
午後：個別の活動

【C　不登校傾向児童生徒の支援】
「STEPいながわ」に通室できない不登校の子どもへ

【D　不登校生の学習保障事業アナザー・ストーリー（AS）】
アス

の支援を学校と連携しながら進める。
校学ので等会議協策対校登不や会者当担導指徒生町・

との情報共有
・「STEPいながわ」指導員の学校派遣
・「STEPいながわ」における定期テスト等の実施

様々な理由で「学校に行きづらい」と感じている中
学生を対象とした、eラーニング教材を利用した学習
支援の仕組み。ASアドバイザーが生徒の学習状況を
見ながらサポートする。
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（９）学校給食
　本町における学校給食は、昭和42年５月に柏梨田地内においてセンター方式の共同調理場を開設し、
栄養バランスのとれた食事を提供することにより、健康の保持増進や体力の向上に寄与するため、幼稚
園から中学校まで完全給食を開始。
　その後、住宅開発が進み急速な児童生徒数の増加により、昭和57年４月に現在の北田原地内に移転整備
を実施。さらに、平成26年９月には、安全性の向上・食環境への対応等の課題や、住民の期待に対応し
た新センターの施設整備を行い「安全・安心でおいしい学校給食の実現」に努めている。

　新センターでは食物アレルギー対応調理室を設け、一人でも多くの食物アレルギーを有する子どもた
ちが学校生活を円滑に送れるようアレルギー対応学校給食の提供を実施。

　共同調理場方式（センター方式）で実施（令和７年５月１日現在）

区　　分 児童・生徒・園児数 給食費 月額

小　　学　　校 1,323人 191回
4,690円

（R5年度～段階的無償化）

中　　学　　校 835人 194回 5,290円

幼　　稚　　園 69人
４、５歳児176回
３歳児164回

3,910円
（R2年度～完全無償化） ２園

合 計 2,227人

（10）就学援助制度
・就学援助費

経済的な理由で、町立小・中学校に就学する児童・生徒の学用品などの支払いが困難な状況にある保
護者の方に対して、その費用の一部を援助しています。

・特別支援教育就学奨励費
町立小・中学校の特別支援学級で学ぶ児童・生徒の保護者の経済的負担を軽減することを目的に世帯

の収入額に応じて必要な経費の一部を援助しています。

（11）奨学金制度
　奨学金については、経済的理由により就学や留学が困難な生徒に教育の機会均等を図り人材の育英に
努めるとともに、本町への定住を促進することを目的として平成29年１月に制度の見直しを実施し、従
来どおり高校等、大学等に就学する生徒及び海外留学生に対して無利子の貸付を継承しつつ、町内から
高校等への通学費用に対する貸付、費用負担前の貸付や返還時に町内在住等の場合の減額制度を創設し
た。

◯入学費貸付金　　30万円/年を限度とし、入学前に必要な費用の額
◯就学費貸付金　　30万円/年を限度とし、就学に必要な費用の額
◯通学費貸付金　　30万円/年を限度とし、町内から高校等に通学するのに必要な費用の額
◯留学費貸付金　　50万円/回を限度とし、留学に必要な費用の額

実施校数

６校

２校

実施日数



4 生 涯 学 習
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４．生涯学習
（１）社会教育事業一覧

事　業　名 目 的
社
会
教
育
関
係

社会教育関係団
体 の 活 動 支 援

PTA連合会等の社会教育関
係団体活動の支援を図る。

文
化
財
関
係

文 化 財 調 査 町内にある貴重な文化財を調
査し、保護する。

多田銀銅山遺跡
調 査

多田銀銅山遺跡銀山地区を中
心として遺跡を調査し、今後
の保護活用に供する。

文化財保護強調月間 文化財保護と文化財愛護思想
の啓発

文化財保護管理 国・県・町指定文化財の保護
管理

ふるさと館事業

歴史・民俗資料等の展示、観
光産業の紹介、住民のふれあ
いの場とし、ふるさとづくり
の拠点とする。

多 田 銀 銅 山
悠 久 の 館 事 業

多田銀銅山の中心として栄え
た銀山地区（旧銀山町）の歴
史について、資料等により紹
介し、来訪者の交流の拠点と
する。

多 田 銀 銅 山
悠久広場管理事業

近代遺産の堀家製錬所跡で地
上に残存しているレンガ構造
物を中心として、整備。鉱山
の歴史を「学習する場」とし
て、来場者に供する。

静 思 館 運 営
管 理 事 業

国登録有形文化財である建物
の維持・管理。昭和初期の生
活様式や文化が学べ、来館者
に癒しの場を供する。

青
少
年
関
係（

こ
ど
も
課）

青 少 年 指 導 員
活 動

次代を担う青少年の犯罪・非
行防止を図るためパトロール
等を中心に活動。

青少年健全育成
推 進 会 議

青少年の健全育成のために、地
域をあげての推進活動を展開。
青少年フォーラム等を開催。

ほ た る の 夕 べ

自然を活かした住民相互のふ
れあい・交流の場づくりと自
然保護啓発及び青少年健全育
成に寄与し、地域活性化につ
なげる。

二十歳のつどい 二十歳になったお祝いと社会
人としての自覚を促す。

ふ る さ と い な が
わ 再 発 見 事 業

（ 子 ど も い き
い き ク ラ ブ ）

子どもたちに環境保全、野外
活動、地域とのふれあい等の
体験を通じた健全育成の場を
提供するとともに住民相互の
親睦を図る。

事　業　名 目 的
芸
術
文
化
関
係

文 化 公 演
（自主公演）

住民に舞台芸術や講演会の鑑
賞機会を提供し、文化芸術の
意識の高揚を図る。

図
書
館
関
係

図 書 館 運 営

読書要求の掘り起こしと住民
の生活に役立つ図書館サービ
スをめざす資料の収集、保存
と提供。

図書館主催事業

幼児期から図書館に親しんで
もらうために子ども向けに

「おはなし会」や「上映会」
などの行事を開催している。
また、保存年限の過ぎた雑誌
などのリサイクルフェアを開
催し、図書館資料の有効利用
を図る。

公
民
館
関
係

公民館各種講座
公民館活動による仲間づくり
の推進。教養・技能を高め、
文化の向上を図る。

リ バ グ レ ス
猪 名 川 生涯学習カレッジの実施

貸 館 事 業
団体・グループ活動の場、人々
のつどいの場として公民館を
提供していく。

そ
の
他

放 課 後 子 ど も

土 曜 日 の
教 育 活 動

教 室

放課後や週末等に小学校施設
等を活用し、地域団体の見守
りや指導を受けながら、子ど
もたちが安心して活動できる
場を提供する。

貸 館 事 業
住民の健康増進と余暇の有効
利用を図るため文化体育館を
提供していく。

多様な経験や技能を持つ地
域の人材・企業等の豊かな
社会教育資源を活用して、
体系的・継続的なプログラ
ムを実施し、子どもたちに
とってより豊かで有意義な
土曜日等の教育活動を実現
する。
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（２）社会教育施設概要
区分 施設名 施設概要 住所 TEL 開設年 備考

社

会

教

育

施

設

文 化 体 育 館
（ イ ナ ホ ー ル ）

イナホール（1,034席）小ホール（200
席）会議室（100席）、リハーサル室

（67㎡）、控室2室、更衣室（シャワー
室）2室

白金1丁目
74番地24 766-7400 H3年9月

図 書 館
開架室（1,380㎡）談話室（40㎡）コ
ミュニケーション広場（330㎡）印刷・
製本室（15㎡）

白金1丁目
74番地16 766-3238 H8年3月 公民館と併設

中 央 公 民 館

展示ギャラリー（151㎡）視聴覚ホー
ル（150人収容）音楽室（23㎡）工
作室（81㎡）ミーティングルーム（2
室、70㎡）会議室1（70人収容）会
議室2（50人収容）和室（10人収容）、
保育室（10人収容）

白金1丁目
74番地16 766-8432 H8年3月 図書館と併設

日 生 公 民 館 図書室、大会議室（200人収容）、会
議室、和室

松尾台1丁目
2番地20 766-1421 S61年

日生連絡所と
併設、センタ
ービル2階

ふ る さ と 館
歴史民俗資料展示スペース180㎡、
催し会場80㎡、創作室、作業棟、
ゲートボール場、駐車場、公園

木津字
八十19番地の2 768-0389

S58年
S59年
H11年

多 田 銀 銅 山
悠 久 の 館 展示・交流スペース（118.0㎡） 銀山字

長家前4番地の1 766-4800 H19年

多 田 銀 銅 山
悠 久 広 場

敷地面積2,548㎡（遺構展示ゾーン
222㎡、多目的ゾーン1,561㎡、緑化
法面765㎡）

銀山字
長家前8番地 H25年3月

静 思 館
敷地面積 2,505 ㎡
建物面積 534 ㎡

（主屋面積 261 ㎡）
上野字
町廻22番地 766-0013 S59年

H16年に国登録
有形文化財に
登録

社

会

体

育

施

設

文 化 体 育 館 バレー 2面、バドミントン6面、卓
球台13台

白金1丁目
74番地24 766-7400 H3年9月

う ぐ い す 池 公 園
テ ニ ス コ ー ト 人工芝コート1面 松尾台2丁目

3番地1 H元年 H21年4月より
指定管理

登 り 尾 公 園
テ ニ ス コ ー ト 人工芝コート2面 白金2丁目

113番地49 H9年 H21年4月より
指定管理

B & G 海 洋
セ ン タ ー

温 水 プ ー ル25m×7コ ー ス（ 水 深
120cm）、幼児用プール、ジャグジー
有り

伏見台1丁目
1番地27 767-4100 H13年7月 H19年4月より

指定管理

スポーツセンター

多 目 的 グ ラ ウ ン ド（ ソ フ ト ボ ー
ル 2 面・サッカー 2 面・トラック
300m・野球左翼 92m・右翼 110m）
15,330 ㎡、テニスコート　人工芝
コート 5 面 3,430 ㎡、体育館（アリー
ナ 891 ㎡・多目的室 225 ㎡　トレー
ニングルーム 105 ㎡・ミーティン
グルーム 45 ㎡）

万善字十貫
25番地の1 768-2277

S59年
S60年
H10年

H21年4月より
指定管理

つ つ じ が 丘
多 目 的 広 場 6,410㎡、トイレ つつじが丘

2丁目40番地の1 H25年12月
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（３）文化財一覧
（令和７年６月現在）

国指定

No. 区分 物件名 所在地 所有者又は管理者 指定年月日

1 建 戸隠神社本殿（肝川） 肝川字西ノ前136番地 肝川自治会 S54.5.21

2 史 多 田 銀 銅 山 遺 跡 銀山、広根 猪名川町 H27.10.7

県指定

No. 区分 物件名 所在地 所有者又は管理者 指定年月日

1 建 石 造 燈 篭 木津字寺垣内8番地 天澤寺 S44.3.25

2 建 八幡神社本殿（杤原） 杤原字田中廻り23番地 杤原自治会 S46.4.1

3 建 八坂神社本殿（杉生） 杉生字宮ノ下1番地 杉生自治会 S46.4.1

4 天 ネズ（ムロ）の大木 清水 個人 S63.3.22

5 天 モ ッ コ ク の 大 木 清水 個人 S63.3.22

6 彫 旧
川
辺
郡
中
谷
村
・
六
瀬
村
所
在

木
喰
明
満
作
木
彫
群

（14軀） 北田原字寺ノ前452番地 東光寺 H11.4.13

7 彫 （７軀） 上阿古谷字毘沙門8番地の3 毘沙門堂 H11.4.13

8 彫 （３軀） 万善字寺ノ下通29番地 天乳寺 H11.4.13

9 彫 （１軀） 万善 個人 H11.4.13

10 彫

11 民 三 矢 の 儀 式 三矢の儀式保存会民 田

（１軀） 木津 猪名川町 H11.4.13

R5.3.17
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町指定
No. 区分 物　件　名 所　在　地 所有者又は管理者 指定年月日

1 彫 薬 師 如 来 仏 北田原字寺ノ前452番地 東光寺 S48.3.5

2 彫 聖 観 世 音 菩 薩 像 北田原字寺ノ前452番地 東光寺 S48.3.5

3 彫 地 蔵 菩 薩 像 北田原字寺ノ前452番地 東光寺 S48.3.5

4 書 木喰上人真筆（５点） 槻並 個人 S48.3.5

5 彫 薬 師 如 来 仏 清水字広瀬8番地 成仏寺 S48.3.5

6 彫 十一面観世音菩薩仏 原字桶川 了秀庵 S48.3.5

7 名 庭 園 槻並 個人 S48.8.11

8 建 宝 篋 印 塔 北田原字寺ノ前452番地 東光寺 S48.11.14

9 歴 銀 山 行 政 絵 図 面 銀山 個人 S48.11.14

10 歴 奉 行 高 札（ ２ 枚 ） 銀山 個人 S48.11.14

11 天 ヒダリマキガヤ（２本） 柏原 個人 S63.2.5

12 天 ヒダリマキガヤ（14本） 柏原 個人 S63.2.5

13 天 ヒダリマキガヤ（２本） 柏原 個人 S63.2.5

14 民 杉生西畑の練り込み 杉生 杉生西畑練り込み保存会 H2.1.20

15 天 ム ク ノ キ（ １ 本 ） 清水 個人 H3.3.11

16 天 モ ミ（ １ 本 ） 肝川観音堂横 肝川自治会 H3.3.11

17 民 柏 原 の 練 り 込 み 柏原 柏原練り込み保存会 H5.1.13

18 天 多 田 銀 銅 山 大 露 頭 銀山 個人 H22.3.23

19 建 太刀脇神社本殿（柏梨田） 柏梨田字ヲカンゾ12番地 柏梨田自治会 H23.3.22

20 建 金山彦神社本殿（銀山） 銀山字瀬戸1番地 銀山自治会 H23.4.28

21 建 高皇産神社本殿（北田原） 北田原字上山31番地 北田原自治会 H24.4.24

22 建 春 日 神 社 本 殿（ 島 ） 島字中ノ町19番地の1 島自治会 H24.4.24

国登録
No. 区分 物　件　名 所　在　地 所有者又は管理者 指定年月日

1 建 静思館（旧冨田家住宅） 上野字町廻22番地 猪名川町 H16.6.24

2 建 仁 部 家 住 宅 上阿古谷 個人 H20.5.7

※建＝建造物　天＝天然記念物　彫＝彫刻
　書＝書跡　　歴＝歴史資料　　民＝民俗文化財
　名＝名勝地　史＝史跡
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文化財所在地図
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□は国指定

◯は県指定

（ ）は町指定

△は国登録

丹 波 篠 山 市

11





5 各 種 委員団体
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５．各種委員・団体代表
（１）社会教育委員

（令和７年５月現在）
役　　職 氏 名

議 長 赤 尾 勝 己

副 議 長 竹 部 知 佳

委 員 久 保 宗 一

委 員 畑 田 美 和 子

委 員 吉 尾 　 豊

委 員 多 田 千 景

委 員 野 路 志 保 美

委

委　　　　　員 藤　  原　　友 三 郎

員 福 井 和 弘

任期　令和６年４月１日～令和８年３月31日

（２）文化財審議委員会委員
（令和７年４月現在）

役　　職 氏 名

副 委 員 長

藤 原 □ 学

黒 田 龍 二

委

委 　 員 　 長

副　委　員　長

員 永 井 美 由 紀

委 員 松 下 正 和

委 員 西 尾 嘉 美
任期　令和６年４月１日～令和８年３月31日

（３）多田銀銅山遺跡保存活用委員会委員
（令和７年７月現在）

役　　職 氏 名

委 員 長 禰 冝 田 佳 男

菱 田 　 哲 　 郎

委 員 中 西 哲 也

委 員 小 山 倫 史

委 員 内 田 和 伸

福 井 亘

委

員 橋 本 光 彦

委

委　　　　　 員

員 橋 本 文 彦

委

員 藤　  原　 友 三 郎
委

員 藪 田 　 貫

任期　令和６年４月１日～令和８年３月31日

（４）図書館協議会委員
（令和７年６月現在）

役　　職 氏 名

委  　　　　 員

会 　 長

副 会 長

委  　　　　 員

委  　　　　 員

青 木 朋 子

野 路 志 保 美

夘 滝 清 春

輪 島 春 海

潮 田 真 知 子

任期　令和７年４月１日～令和９年３月31日

（５）学校給食センター運営委員会委員
（令和７年６月現在）

氏　　名 所 属

任期　令和７年６月１日～令和８年５月31日

（６）社会教育関係団体代表
（令和７年６月現在）

団体名 代　表　者 加盟団体数 会員数

PTA連合会 吉 尾 　 豊 6 1,589

文 化 協 会 辻 口 広 美 21

公民館登録グルー
プ 連 絡 協 議 会 河 邉 眞 人 42 651

三 木 卓 治
荒 　 和 樹
楠 　 昌 和
堂 本 理 恵
潮 田 真 知 子
藤 原 友 三 郎
岩 木 秀 諭
森 田 　 裕
宇 髙 敦 子
田 上 久 樹
久 貝 真 仁
須 藤 　 章
松 野 亜 希
瀬 尾 友 希
越 智 祐 子

保 護 者 の 会 チ ー ム 猪 名 小
松 小 つ な が り 隊
白 金 小 学 校 P T A
清 陵 中 学 校 保 護 者 会
楊 津 小 学 校 長
大 島 小 学 校 長
つ つ じ が 丘 小 学 校 長
清 陵 中 学 校 長
六 瀬 幼 稚 園 長
川 西 市 医 師 会
川 西 市 歯 科 医 師 会
伊 丹 健 康 福 祉 事 務 所
猪 名 川 小 学 校
松 尾 台 小 学 校
清 陵 中 学 校

71
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